
 

 

 望ましい集団活動の活性化と自主的・実践的な態度を育てる特別活動の在り方  

日立市立大久保小学校 

 

１ はじめに 

 わたしたち大久保小学校は，今年で創立１４７年目を迎える，歴史と伝統ある学校です。現在，４

８３名の児童が明るく元気いっぱいに生活しています。児童会のアイディアから生まれたスクールキ

ャラクターの「大久保ミミップ」を中心に，児童主体の児童会活動を行っています。 

 

２ 資料 

 (1) 創立記念集会 

運営委員の児童のアイディアをもとに，学校の創立とスクールキャ

ラクターミミップの誕生を祝う集会を企画しました。「大久保小歴史ク

イズ」では，運営委員の児童が学校沿革や資料をもとに

作成したクイズを出題しました。クイズに全問正解した

児童には，運営委員の児童が作成した「ミミップシール」

を，景品として贈りました。また，運営委員による「劇」

では，手作りの誕生日ケーキでミミップの誕生日をお祝

いする内容の劇を発表しました。 

 

 

(2) ミミップ握手会 

  今年度は感染症対策のため，１年生を迎える会を行うことができません  

でした。そこで，「１年生を迎える企画をしたい」という運営委員のアイデ 

ィアから，「ミミップ握手会」を企画しました。運営委員の児童とミミップ 

が１年生教室へ出向き，握手会を行いました。 

 

 (3) スマイル活動 

 大久保小学校では，縦割り班活動のことをスマイル活動と

称しています。「スマイルタイム」では，高学年の児童を中

心に縦割り班で一緒に遊んでいます。また，「ピカッとスマ

イル」という奉仕活動では，縦割り班のメンバーと協力して，

落ち葉拾いをし，校庭をきれいにしました。今年度は感染症

対策のため，行うことができませんでしたが，昨年度は，草

抜きや大掃除などの活動も行いました。 

 

 

３ 成果と課題 

感染症対策の中，できることを考え，運営委員の児童のアイディアを生かした活動を行うことがで

きました。来年度以降も，感染症対策をした上で行える活動の工夫を行っていきたいと思います。今

年度は，代表委員会など，委員会同士のつながりを意識した活動を，あまり行うことができませんで

した。そこで，来年度以降は，代表委員会の組織を作り，委員会同士のつながりを意識した活動を行

っていきたいと思います。 


